訴　　　状

平成　　年　　月　　日


○○簡易裁判所　民事部御中　


　　　　　　　　　　〒○○○－○○○○　

　　　　　　　　　　　（住所）　　　　　　　　　　　　　（送達場所）
　　　　　　　　　　　　原　　告　　○　○　○　○　　　　印

　　　　　　　　　　　　電　話　

　　　　　　　　　　　　ＦＡＸ　

　　　　　　　　　　〒○○○－○○○○　

　　　　　　　　　　　（住所）　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　被　　告　　○　○　○　○　　　　

敷金等請求事件
　訴訟物の価格　　金　２００，０００円
　貼用印紙額　　　金　　　　　　　　円


少額訴訟に関する申述
本件につき、少額訴訟による審理および裁判を求める。原告が御庁において少額訴訟による審理および裁判を求めた回数は１回である。

請求の趣旨
１　被告は、原告に対し、金２０万円とこれに対する訴状送達の翌日から支払い済みまで年５部分の割合の金員を支払え。
２　訴訟費用は、被告の負担とする。 　　
　との判決並びに仮執行の宣言を求める。



請求の原因
第１　建物の賃貸借契約と敷金の交付
　１　被告は、原告に対し、平成　　年　月　　日、次の建物（以下「本件建物」という）を下記のとおり賃貸した（甲１　建物賃貸借契約書）。

記

　　　　　建物の表示　　所　　在　○○○市○○○町　

　　　　　賃貸借の期間　平成　年　月　日から同　年　月　日までの２年間　

　　　　　賃　　　　料　１ヶ月金　　　　円　

　　　　　支払方法　　　毎月末日限り
　２　原告は上記建物賃貸借契約を締結するに際して、敷金として金２０万円を被告に対して交付し被告はこれを同日受領した。原告と被告はこの敷金について本件建物賃貸借契約終了後原告が建物を明け渡した後被告が敷金を原告に返還することを約束した（甲１　建物賃貸借契約書）。

第２　賃貸借契約の終了と建物の明け渡し
　その後、賃貸借契約は平成　年　月　日に終了し、同日原告は被告に対し本件建物を明け渡した。

第３　敷金が返還されない事情
　１　原告は、建物返還後の平成　　年　　月　　日頃、被告に対し敷金の　

返還を求めたが、被告は畳の交換や壁紙の張り替えをしたので敷金は返還できないと回答した。


　　２　被告が、主張する敷金から差し引く金額の明細は次のとおりである。
　　　①　畳の表替え費用　　金　　　円
　　　②　ふすまの張り替え　　金　　円
　　　③　壁紙クロスの張り替え　金　　　　円
　　　④　・・・
　　　⑤　・・・
　　　以上合計金　　万　　　円
　　３　被告の費用請求に対する原告の反論
　　　被告の主張は次のとおり不当である。
　　　①畳の表替え、壁紙クロスの交換について　

　　　原告は、本件建物を住居として通常の用法に従って、○○年使用してい

たのであり、建物返還時点での畳や壁紙の劣化はこの年月の経過による当

然のものであり、原告がこれらを交換して建物を返還する義務はない。
　　　②・・・・
　　　③・・・
　　　④・・・

第５　結語
　よって、原告は被告に対し、敷金の返還として金２０万円の支払いと、これに対する訴状送達の翌日から完済まで年５分の割合の損害金の支払いを求めて訴えを提起する。

以　上

証　　拠　　方　　法

甲１号証　　　　建物賃貸借契約書

・

・

・

附　　属　　書　　類

１訴状副本　　　　　　　　　１通

２甲号証の写し　　　　　　各１通

